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ン、その発展﹄によ と、現在発行されているタイのコインは、いずれも表面に国王の肖像が、裏面には仏教に関連した意匠と国名が刻まれており、これによって「国王、宗教、国民」から成家を体現しているのだという。こうした国家を表すアイコ と て
のコインの性格を最も顕著に観察できるのが、記念コインである。タイは記念コインの種類が多く、コレクターズ・アイテムとして取引される他、多くが通常貨幣として流通している。　
図は記念コイン発行理由の内訳
を日本とタイで比較したものである。一見し わかるのは タイにおける王室関連コ ンの多さであろう。財務省によると、記念コイ


























































発行された二バーツは、その形状が一バーツとよく似ており、タイ人でもしばしば見間違う。それを避けるため、コインにペンで「二」と書いてあるものを良く見かけた。一〇枚の一バーツ玉をセロハンテープで纏 たものを一〇バーツの代わりに渡されたこともあった。お手製の「棒金」というわけだ。またある時など、市場で買い物をし ら売り子 おばさんがブラジャーの脇からお釣 を取り出してきたこともあった。 じろぐ筆者を尻目に、おばさんは泰然として受け取っ 代金を 恰幅の良い胸元の「財布」に納めていた。この例などコイン云々以前にマナーとしていかがなものかと思うが、極めて実用的ではある。　
試みにタイの友人たちにコイン
の扱い方に気を遣うかと尋ねたところ、遣うという人もいれば遣わないという人も居た。ただ遣わないと答えた人も、ことさらに奉ることは無 が、タイ人が不浄とする足でコインを踏むなどの行為には嫌悪感を覚える ことだった。先に述べた手書きの二バーツも、さすがに王様のご尊顔の上に
ペン書きするのは憚られるのか、筆者の見たものの多くは書き込みが裏面にあった。書き込み自体が不敬な行為だと明言する人もいた。とはいえ、市中に出回る手書き二バーツを当局が不敬罪で取り締まるなどという話は聞かれない。察するに、規範上コイ は丁重に扱うことが望まし が 実際には積極的に特別扱いすることはないということのようだ。　
財務省の意気込みに比べ気抜け





1 バーツ（右）とペンで額面を手書きされた 2 バー
ツ（左）。このコインは表面に書かれているが、一
応国王の顔を避けているようにもみえる（写真提
供：初鹿野直美氏）
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